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 論文審査の結果の要旨
 tRNAはmRNAに転写されたDNAの遺伝情報を解読し,その情報をタンパク質のアミノ
 酸配列に移し変える仲立ちをする。tRNAのアンチコドン部分には複雑な構造の修飾ヌクレオ
 シドが集中している。特に,このアンチコドンのi字目に存在する5一置換ウリジン誘導体はコ
 ドン認識において重要な役割を果しているものと推定される。山本伸子はこの点に着目し,酵
 母バリン及びセリンtRNAのアンチコドンの1字目に存在する修飾ヌクレオシドは5一カルバ
 モイルメチルウリジンであることを初めて明らかにし,これらのヌクレオシドがコドン認識を
 正確に行う重要な役割を果していることを実証した。
 第!章の序論において,本論文の研究の背景,意義及び構成をのべ,次に第2章においては
 本研究に爾いた酵母tRNAの調製方法,精製方法及び修飾ヌクレオシド精製のための方法を詳
 細にのべるとともに,ポストラベル法によるtRNA中の修飾ヌクレオシドの検索法,tRNAの
 遺伝情報認識法を調べる方法を詳細にのべている。第3章では第2章でのべた方法によって単
 離した酵母バリンtRNAのアンチコドンi宇目に存在する修飾ヌクレオシドの構造決定を高
 分解能核磁気共鳴スペクトルの観測,質量分析によって行い,この修飾ヌクレオシドが5一カル
 バモイルメチルウリジンであることを明らかにした結果を詳細にのべている。,同様に,酵母セ
 リンtRNAのアンチコドンの1字目にも5一カルバモイルメチルウリジンが存在することを確
 認し,その実験結果を第4章でのべている。次に,第5章においては5一カルバモイルメチルウ
 リジンを含むバリンtRNAとイノシンを含むバリンtRNAを完全に精製し,バリンのコドン
 に対応するトリヌクレオチド,GpUpU,GpUpC,GpUpA及びGpUpGと,大腸菌から描出し
 た70Sリボソームを用いてNirenbergらの方法に従い,コドン認識能を調べ,アンチコドンの
 1字目が5一カルバモイルメチルウリジンであるバリンtRNAがGpUpAを正確に,かつ特異
 的に認識することを実証した。このようにAを認識し,Gを認識しにくいという現象はこれま
 で主に2一チオウリジン誘導体をアンチコドンの1字目にもつグルタミン酸tRNAについて確
 認されてきた。そして,このような現象はウリジンの2位の酸素が硫黄に置換されたことに由
 来するものと考えられてきた。しかし,本論文で初めて硫黄を含まない5一置換ウリジン誘導体
 でも同様の効果が発見されたことは極めて重要である。
 以上のように,山本伸子提出の論文はtRNAのコドン認識機構の研究分野に大きな寄与をも
 たらし,今後の発展が期待される。この成果は山本伸子が自立して研究活動を行うに必要な高
 度の研究能力と学識を有することを示している。よって,山本伸子提出の論文は理学博士の学
 位論文として合格と認める。
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